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和
歌
山
街
道
の
概
要

和
歌
山
街
道
は
、
紀
伊
半
島
を
ほ
ぼ
東
西
に
横
断
し
、
伊

勢
・
大
和
・
紀
伊
の
三
国
を
経
て
松
阪
と
和
歌
山
を
結
ぶ
街

道
で
あ
る
。
厳
密
に
は
和
歌
山
街
道
と
は
、
高
見
峠
ま
で
の

三
重
県
側
の
部
分
を
指
し
、
紀
州
側
で
は
伊
勢
街
道
と
言
わ

れ
る
。
紀
州
藩
の
藩
道
で
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
紀
州
街
道
、

庶
民
の
生
活
道
と
し
て
大
和
地
方
と
の
関
わ
り
が
深
く
な
る

と
大
和
街
道
と
も
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
街
道
は
、
伊
勢
参
宮
や
熊
野
詣
、
吉
野
詣
の
巡
礼
道

と
し
て
、
ま
た
、
南
紀
や
伊
勢
志
摩
地
方
の
海
産
物
や
塩
等

を
大
和
地
方
に
運
ぶ
交
易
路
と
し
て
も
重
要
な
街
道
で
あ
っ

た
。高

見
峠
等
の
難
所
は
あ
っ
た
も
の
の
、
海
路
に
比
べ
て
大

幅
に
距
離
が
短
縮
さ
れ
る
た
め
、
和
歌
山
街
道
は
単
な
る
生

活
道
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
全
国
交
通
系
の
一
環
を
な
す

重
要
な
ル
ー
ト
と
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
五
街
道
を
模

し
て
駅
制
や
七
里
役
所
制
が
紀
州
藩
に
よ
っ
て
整
え
ら
れ
、

御
役
米
を
免
除
し
、
使
役
の
人
馬
の
賃
銀
が
支
払
わ
れ
る
な

ど
、
藩
内
の
他
の
街
道
に
比
べ
て
優
遇
さ
れ
て
い
た
。

ま
た
、
松
阪
市
飯
南
町
横
野
か
ら
六
呂
木
町
ま
で
の
道
筋

は
、
伊
勢
本
街
道
と
重
複
す
る
ル
ー
ト
を
た
ど
る
。

和
歌
山
街
道
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松阪と和歌山を結ぶ紀伊半島を東西に横断する要路。
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歩く速さで見えてくるものがある。
歩くからこそ出会うものがある。
いにしえの旅人の速さで、視点で
歴史の道をたどってみよう。



5 4

約
12

00
ｍ

阪内川

伊勢街道
J

R
紀
勢
本
線

近
鉄
山
田
線

Ｐ6

至 

松
阪
駅

11 道標
新町5丁目の丁字路。「左
くまのみち　右和か山
みち」と刻まれている。

10 来迎寺
国指定重要文化財。裏門は
松阪市指定文化財。

8 角屋七郎兵衛等供
養 碑 並 び に 松 本 駝
堂墓
松阪市指定史跡

7 旧松坂御城番長屋　東
棟　西棟
国指定重要文化財

6 旧三重県立工業学校製
図室
松阪市指定文化財

5 原田二郎旧宅
松阪市指定文化財

4 樹敬寺
松阪屈指の名刹。境内に本
居宣長春庭墓（国指定史跡）
と地蔵菩薩立像（県指定文
化財）がある。

3 嶺松院跡
豪商小津家が開いた歌会
場。後に本居宣長も入会｡

2 新上屋跡
松阪市指定史跡

1 道標
参 宮 街 道 と
和 歌 山 街 道
との分岐点。

「右わかやま
道」「左 さ ん
ぐ う 道　 八
雲神社」と刻
まれている。

16 大黒田を行く街道

15 山ノ神
祠の中に入っている。そば
に松の木。

14 常夜燈
常宝寺山門を過ぎた十字路
西角。「永代常夜燈　村中安
全　五穀成就」と刻まれて
いる。

13 町なみ
蒲生氏が敷設した雷光型街
路の名残がある。

12 常宝寺
一身田専修寺の末寺。真宗
高田派。

17 たぬみせ納豆工房

9 松尾芭蕉句碑
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(1)大黒田
 　（松阪市日野町～小黒田町）



7 6

約
700 ｍ

約 800 ｍ

約
50

0
ｍ

阪
内
川

阪内川

Ｐ5

Ｐ6

Ｐ7

　
かつてこの

辺りに茶屋が
あったとさ

れる。

Ｐ8

2 松尾神社

1 東山古墳群
松阪市指定史跡

4 桂瀬町を行く街道

3 大河内神社
阪内川の右岸にある。

2

1

4

3

(2)桂瀬
 （松阪市田村町～桂瀬町）



9 8

約
800 ｍ

約
95

0
ｍ

約 1300 ｍ

阪内川

阪内川

伊
勢
自
動
車
道

伊
勢
自
動
車
道

Ｐ10

Ｐ7

Ｐ9

4 六字名号碑
｢南無阿弥陀仏｣。道標そば。

5 大日碑
｢金剛大日｣。六字名号碑と
並んで立つ。

3 道標
道標の反対側。「左大師道」。

2 道標
広阪集落の南端。丹生道と
の分岐点左側に立つ。「左
大師道」と刻まれている。

1 大河内城址
永禄12年、織田信長に対抗
した北畠氏が、50日ものあ
いだ籠城し、信長の次男・茶
筅丸（信雄）を北畠の養子と
することで和解した。広阪
集落西の丘陵突端部一帯は
県指定史跡。

10 大河内を行く街道 9 阪内川沿いをいく街道 8 脇谷城址
脇谷集落の北の尾根。大河
内城の出城であった。

7 常夜燈
薬師堂の前。

6 薬師堂
脇谷の氏神牛頭天王社の別
当寺。

543

2

10

9

76

8

1

(3)大河内
 　（松阪市桂瀬町～大河内町）



11 10

約
70

0
ｍ

約
10

00
ｍ

阪内川

櫛田川

伊
勢
本
街
道

　
街道はな
くなって

いる。

Ｐ12
　

伊勢本街
道との合流

地点

Ｐ10

Ｐ9

Ｐ11

5 七曲
左右に蛇行した山道。

4 七曲から見る山村風景

3 石地蔵
三叉路の北西角。｢右山田六
里観照｣と刻まれている。

2 瀬戸峠へ向かう街道

1 道標
辻原橋の上流に架かる小橋
の端に立つ。多気道との分
岐点を示す。正面に大日如
来が彫られている。「右あヽ
らき多気　左紀州道　右ま
つ坂　左たきあヽらき道」
と刻まれている。

10 道標地蔵
追分橋のたもと。半肉彫り
の石地蔵「右山田六里　観
照　左松坂三里辨應」と刻
まれていたが、左上部は欠
損しており判読できない。

9 北谷池
天 保4年（1833）  11月 に 起
工、人 夫2万2076人 を 労 し
て、同6年7月に竣工した。別
称親池、鳥羽見池とも呼ば
れる。

8 とりまめさん（とりば
みさん）
峠に小さな木の鳥居と鳥豆
稲 荷 の 小 祠 が 祀 ら れ て い
る。

7 鳥羽見峠に向かう道

6 馬頭観音
七曲の一角から大通寺境内
の仮小祠に移されている。
六呂木町には今なお馬頭講
が残る。

5

4

3
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(4)瀬戸峠・鳥羽見峠
 　　（松阪市辻原～小片野）　



13 12

約
400 ｍ

約 1150 ｍ

約 1200 ｍ

谷川

櫛田川

かつてこの
辺りに旅籠が
点在してい

た。

Ｐ11

1 根尽坂（乞食坂）
小片野公会堂から市立南小
学校にかけてのなだらかな
上り坂。

14 道標
庚申堂の正面石垣に組み込
まれている。「大石宿　これ
より宮川へ七里　はせより
ここまで十五里半」と刻ま
れている。

13 庚申堂
上出の集落を100m程行っ
た右側にある。

12 上出を行く街道

11 連子格子の家なみ

10 久保田を行く街道

9 おせん坂
下出集落入り口付近。おせ
ん茶屋があったことから名
づけられた。

7 常夜燈
大石橋のたもとか
ら不動院西の国道
166号沿いに移設。

「太 神 宮」と 刻 ま れ
ている。

6 巨石・怪石
不動院前の櫛田川の中にあ
る。 5 不動滝

高さが10mにも及
ぶ。

4 不動院本堂
弘法大師の創建と伝えられ
る。八朔の大法会と不動滝
で知られる。

3 炮烙岩
国指定天然記念物のムカデ
ラン群落が着生。観音岩と
も称される。

2 地蔵二体
炮烙岩の下に馬頭観音と大
日如来の二石仏を安置。

8 北岡とっくり館

1

13
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11

10

9

7

6

5
4
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8

14

(5)大石
 （松阪市小片野町～大石町）



15 14

約 1150 ｍ
櫛田川

伊勢本街道

深
野
川

仁
柿
川

　
伊勢本街

道との分岐
地点

5 町なみ

4 道標
三叉路の西側から宝
積寺境内に移設。正
面「みぎにはせみち
　ひだりき志うよし
のみち」右側「ひだり
いせみち」左側「天明
二壬寅年十一月」と
刻まれている。

2 櫛田川の景観

7 常夜燈
三叉路の西側から柿野神社
に移設。3mを越す大きなも
の。「大神宮天下泰平是ヨリ
宮川江七里半」等が刻まれ
ている。

6 柿野神社
拝 殿 と 神 明 造 の 社 殿 が あ
る。昔からこの境内には南
天 が 多 く 自 生 し て い た た
め、南天の宮と呼ばれてい
た。

3 飯南局舎 和み

1 松阪市飯南和紙和牛セ
ンター

5

4

2

76

3

1(6)横野
 （松阪市飯南町深野～横野）



17 16

約 1750 ｍ

　
街道は

なくなって
いる。

和歌山別街道

櫛田川

西
谷
川

　
和歌山別

街道との分
岐地点

3 粥見井尻遺跡
県指定史跡

2 道標
粥見神社境内の南東にある
自然石の道標。「右さんくう
道　左まつさか道」と刻ま
れている。

1 粥見神社
飯 南 の ほ ぼ 中 央 に 位 置 す
る。北畠親房の祈詩があっ
たと伝えられている。

3

21

(7)粥見
 （松阪市飯南町粥見）



19 18

約
550 ｍ

約 800 ｍ

櫛田川

下
滝
野
川この

辺りに幕末か
ら明治にかけて

大繁盛した茶問屋
滝川屋があった

とされる。

4 オオセン坂
オオセンという店があった
ことに由来。

3 サザンカの大木
松阪市指定天然記念物

2 高束池
農業用水池。深野の地士野
呂氏により開かれた。この
池ができたことにより、こ
の地一帯の耕地は58町増加
したといわれている。

1 用水池の開拓碑
高束池のふちにある。

8 細野城跡（下滝野城跡）
小高い山。今なお、地元の人
は城山と呼ぶ。

7 常夜燈
中之郷集落北側の山麓から
公民館前に移設。

6 庚申塔
中之郷集落北側の山麓から
公民館前に移設。

5 淵の本
街道のすぐ下の櫛田川。昔、
紀州侯が参勤交代の道を大
牛 に ふ さ が れ 困 っ て い る
と、一人の男が片手で片づ
けてしまった。感心した紀
州 候 は こ の 男 に ご 褒 美 を
賜ったという、旧宮前村木
地小屋の怪力専故の伝説が
残る。近くの有間野栃川に
も専故にまつわる伝説があ
る。

4

3

2

1

76

5

8

(8)下滝野
 　　（松阪市飯南町粥見～飯高町下滝野）



21 20

約
1000 ｍ

道の駅飯高駅

江戸屋、角
屋、大阪屋、岡本
屋など旅籠 8 戸
が軒を並べてい

た。

　
この辺り
に本陣が
あった。

櫛
田
川

4 道標
高さ1.67m。「左くりたに是
より　れいふみち八十丁紀
州ミちよし乃かうや　なら
はせ」と刻まれている。

3 宮前を行く街道 2 町なみ
細い道路の両側にびっしり
家が立て込み、旅館もある。

1 深谷橋の欄干の名残り
紀州候の行く手をふさいだ
大牛を片づけた怪力専故の
伝説あり。国道166号沿い。

11 楠の大木
水屋神社境内にある県指定
天然記念物。「大楠さん」の
名で親しまれている。

10 石仏二体
「蔓延元年（1860）5月」と刻
まれている。

9 礫石の碑
礫石のある櫛田川川べりの
草むら。表には「倭姫の命礫
石」、裏 に は「流 れ て は　 昔
に帰る川俣川　礫石たつ　
水のしら浪」と刻まれてい
る。

8 礫石
櫛田川に天照大神が投げ込
んだと言われる巨岩。この
岩 に 石 を 投 げ あ た れ ば 男
児、はずれた時は女児が生
まれるという風変わりな風
習がある。松阪市指定史跡。

7 地蔵尊
礫石のそばから移設。祠の
中に安置されている。

6 常夜燈
礫石のそばから移設。土地
の人たちは「大神宮の常燈
さん」と呼び、神宮信仰のシ
ンボルであった。「五穀成就
　伊勢両宮往来安全」等と
刻まれている。

5 珍布峠
杉・檜の木立が続く。

12 水屋神社

4
3

2

1

11

10

9

8

76
512

(9)珍布峠
 　（松阪市飯高町宮前～赤桶）



23 22

約 500 ｍ

吉野屋、大黒
屋、巾屋、東屋、
泉屋、江戸屋等

の旅籠があっ
た。

かつてはい
くつかの地蔵
や道標があっ

た。

櫛
田
川

庄司谷川

4 一本松付近から見る櫛
田川の景観

3 一本松の石碑
片栗子（かたくるす）を過ぎ
て西に向かう坂道にある。
明治以後は、別れの一本松、
名残の一本松とも呼ばれ、
戦地に赴く兵士とその家族
が深い哀惜の念で別れた松
と言われている。現在、松は
なく石碑がたっている。

2 庚申堂
相 模 峠 の 岸 壁 に 洞 窟 を く
り抜き、その中に庚申像を
祀ってあったが、国道166号
の改良により、宇栗子橋停
留所近くに移設。

1 相模峠
国道の改良によりその姿も
すっかり変わる。

6 橋地蔵
水難除の地蔵。脇谷の観音
の隣にある。

5 脇谷の観音
集落の入口にあったが、新
道の開通により民家の横に
移設。祠の中にある。厄除け
地蔵。

4
3

2 1

6 5

(10)田引
 （松阪市飯高町赤桶～田引）



25 24

約 1200 ｍ

櫛田川

　
田引と粟

野の境は難
所であっ

た。

　
この辺り
に旅籠が
あった。

奥
山
川

3 櫛田川の景観

2 川上八幡の道標
「川上八幡宮道」と刻まれて
いる。

5 咳の地蔵
下粟野集落の入口。石仏も
石碑もない岩。咳の止まら
ない人が、早朝、人に知られ
ずお参りすると御利益があ
るという。

4 九十九曲の景観

1 五十嵐播水句碑

3
2

5

4

1

(11)九十九曲
 （松阪市飯高町田引～下粟野）



27 26

約
45

0
ｍ

約
1300 ｍ

櫛田川

福
本
川

地
添
川

かつ
てはこの辺り

に大和屋・十一屋
などの旅籠や民家
があったが、現在

は一戸も存在し
ない。

7 道標
対岸の栃川。「右よしの道　
かうやみち」と刻まれてい
る。

6 五輪塔二基
国道166号右脇の山林。一基
は高僧が入定されたものと
言われている。

5 街道松二本

4 大谷橋
対岸の宮本に渡る橋。日本
の製茶王といわれる大谷嘉
兵衛の架橋したもの。

3 地の添を行く街道

2 地蔵1 庚申
地蔵の隣。「福本村次郎
兵衛寄進」と刻まれて
いる。直心禅寺に移設
した。

7

6

5
4

3

21

(12)地の添
 （松阪市飯高町下粟野～富永）
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この部分は
31ページを
ご覧ください

櫛田川

櫛田川

　
この辺り
に本陣が
あった。

  
P31 への

迂回ルート

5 七日市を行く街道

3 町なみ
川俣郵便局過ぎから昔の町
並みが残る。

4 法華塔
街 道 右 側。文 化5年（1808）
に建立された。

2 弘法井戸
街 道 北 方 の 尾 根 筋 に あ る
泉。水の不便な時代に貴重
な水源であったとされる。

1 橋地蔵
分岐点。「為　橋上往来水難
除　先亡溺死菩薩」と刻ま
れている。

5

4

3

2

1

(13)七日市・A
 （松阪市飯高町七日市）



31 30

この部分は
28ページを
ご覧ください

　
この辺り

におれん茶
屋があっ

た。

櫛田川

櫛田川

大淀川

　
緩い傾斜

道が続く。

松阪市

七日市七日市

乙栗子乙栗子

櫛
田
川

櫛
田
川

569

569

166

 迂回ルート

街道はなく
なっており通行

できないため、国
道 166 号線を
通って迂回す

る。

  
P28 から

の迂回ルー
ト

4 地蔵
おれん茶屋跡の大岩に埋め
込まれている。

3 常夜燈
役行者のそば。

2 役行者
峠に祀られている。

1 大定峠
難所の一つであったとされ
ている。

4

321

(13)七日市・B
 （松阪市飯高町七日市）



33 32

約 1100 ｍ

仏谷川

一本山谷川

岩谷川

櫛田川

  
切り通し
の街道が

続く。

  
P28 から

の迂回ルー
ト

2 旅籠跡
旅 籠 と 製 茶 を 業 と し て い
た。旅籠の看板を現在でも
保存。

1 大定峠を下りる街道
2

1

(14)加波
 （松阪市飯高町乙栗子～加波）



35 34

約 1400 ｍ

約
500 ｍ

櫛田川

　
天開山泰運

寺へは、ゆる
やかな山道を北

へ向かって登
る。

月
出
川

3 庚申
道標から250m行ったとこ
ろ。

2 道標
桑原口。「右すがの　左かう
や道よしの」と刻まれてい
る。

1 桑原を行く街道

5 波瀬を行く街道

4 庚申堂
泰運寺参道の入口近く。

3

2

1

5

4

(15)波瀬
 （松阪市飯高町桑原～波瀬）



37 36

約 1000 ｍ

櫛田川

太良木川

　
街道は現

在の市道と
重なる。

　
この坂を
勘定坂と

呼ぶ。

木
梶
川

11 庚申碑・地蔵
松 尾 谷 を 渡 る 手 前 の 分 岐
点。自然石の正面に「庚申青
面金剛明王」と刻まれてい
る。

10 火伏地蔵
波 瀬 の 宿 場 を 見 下 ろ す 形
で 山 中 に あ る。天 保6年

（1835）に中村清光が世話人
となって郷中安全を祈り建
立した。

9 如意輪観音

8 石塔
如意輪観音のそば。「光明眞
言百万遍稱誦塔」と刻まれ
ている。

6 町なみ
門前町のような宿場の名残
がある。

5 波瀬神社
菅原天神、天照皇大神、大山
祇命などが祀られている。
本殿裏には薬師堂と庚申祠
がある。

4 本陣跡
本陣・庄屋としての造りを
伝える。表玄関横の庭には
罪人を吟味する白洲があっ
た。

3 連子格子の家 1 波瀬を行く街道

14 道標
道標の下。土に半分埋もれ
て い る。「右 か う や　 左 い
せ」と刻まれている。

13 地蔵
道標の上。

12 道標
三叉路の角。「右よしの　か
うや道大峯　左いせ」と刻
まれている。

7 虹の泉

2 波瀬植物園

10

98

6

5

4 3
1

1413

11

12

7

2

(16)野口
 （松阪市飯高町波瀬～落方）
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舟戸の集落

の中に 4 軒の
旅籠があったと

される。

  
緑色の階
段を降り

る。

　
急な坂道
を登る。

櫛田川

9 曼陀羅石
曼陀羅を刻んだ大きな自然
石。「南無阿弥陀佛」と刻ま
れている。

8 五輪塔（蘇我入鹿の首
塚）
高 見 峠 に 通 じ る 街 道 の 入
口。鎌倉期のものと思われ
る。松阪市指定史跡。

6 腰折れ地蔵
民家の裏にある。二体の像
が半肉彫されている。

7 板五輪二基
民家の裏にある。「伝尼□妙
金□」「妙永方逆修」と刻ま
れている。

5 地蔵
民家の東にある。

4 行き倒れ供養の墓石
「志州鳥羽領坂手邑　佐次
良」と刻まれている。

3 板五輪
墓地内に三基ある。

2 双体地蔵
墓地内に三基ある。

1 猿田彦さん
舟戸公民館前の祠の中に庚
申さんとも、猿田彦さんと
も呼ばれる石像が祀られて
いる。

98

76

5

4321

(17)高見峠
 （松阪市飯高町舟戸～県境）


